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ガバナーからみなさまへ 
 

2026-27 年度 RI2830 地区ガバナー  

 成田俊介 

 
 7 月 1 日(水)大阪でのガバナー会で 2026－27 年度の同期ガバナーとこれからの 1 年間、任期を

無事に全うできるように誓い合って弘前に帰ってきました。残念なのは 3 名の同期エレクトがガ

バナー年度を迎えるまでにリタイアされたことでした。3 名中 2 名は健康問題でリタイアされた

と聞いています。自分は無理せずに次年度の岡山信広ガバナーにバトンタッチできるようにと決

心しました。 

 

7 月 2 日(木)青森県庁に宮下宗一郎青森県知事を表敬訪問してきました。県知事からは花田ガバ

ナー年度に開催された弘前市リンゴ公園でのインターアクト年次大会での質問箱をお持ち頂きイ

ンターアクターとの座談会がとても良かったとのお話しを頂きました。県知事にはグローバル補

助金の実施国と実施内容に関して青森県を実施地域として陸奥湾の環境問題に利用できないか進

めていくことをお話しし、今後青森県と協力して取り組んでいきたいことをお話ししました。 

 今年度は谷川弘前市⾧、青森放送、青森テレビ、青森朝日放送、FM アップルウェーブ、東奥

日報社、陸奥新報社の代表者の方達を訪問してきました。 

 

 7 月 7 日(火)から 7 月 28 日(火)までの時点で、青森モーニング RC を最初に公式訪問を行い、

七戸、十和田八甲、五所川原中央、弘前、つがる、弘前東、七戸、十和田東、野辺地、八戸、黒

石、青森中央の 13 クラブを公式訪問してきました。クラブ会員数 10 名以下のクラブでも活気が

あるクラブや公式訪問で 4 名の入会式を行ったクラブなど多様性のあるクラブの例会を有意義に

体験できました。これからも公式訪問に対しては、ガバナーは常にクラブに対してお願いをする

立場であるという姿勢を崩さずに訪問して行くつもりです。宜しくご協力の程お願いします。 

 

 7 月 28 日(火)熊本県を中心に震度 7 レベルの地震が発生し多数の建物被害や人的被害が報告さ

れています。7 月 29 日時点でガバナー会では被災された地区へ支援を行う予定であることがガバ

ナー会議⾧から発信されています。2025－26 年度当地区は青森県東方沖地震で国内の地区やクラ

ブから多額の支援を頂いております。ガバナー会からの協力など情報が得られ次第、クラブに早

急に発信しますので宜しくお願いします。 
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2026-27 年度第１回クラブサポートミーティング（CSM） 
 

2026-27 年度 RI2830 地区ガバナー  

 成田俊介 

 
 2026 年 7 月 17 日(金)12:30 から 13:30 までオンラインで開催されました。 

 クラブサポートミーティングはロータリーのアクションプラン（4 つの行動計画）を各クラブに浸

透させるのが目的です。ただ、自分は 4 つの行動計画に関しては公式訪問の会⾧幹事面談の際にロー

タリークラブセントラルへの入力を確認するなどしてクラブに理解が得られるように説明していきた

いと考えています。 

そこで CSM はよりクラブが必要としている情報やクラブ運営に役立つ知識、クラブの若返りの方策

など具体的な情報や⾧期戦略に関して 1 年間行って行きたいと考えています。 

 7 月 17 日の第 1 回目の CSM では、米谷年度の退会防止対策が徹底されて 7 月 1 日時点で地区ロー

タリアン 1100 名以上を達成できたことの御礼を花田勝彦パストガバナーにお話し頂いて、その後で 3

つの分科会に分かれて討議するという方法で行う予定でした。 

3 つの分科会は 3 人のリーダーを選任しました。 

・青森 RC の石川佳供子地区入会促進小委員会委員⾧に「会⾧年度にクラブ会員数 100 人超えを達

成した計画と実践について」。進行役は土産田三徳・地区副幹事⾧。 

・弘前 RC 直前会⾧鈴木直子さんに「短期間で衛星クラブを作ったその手腕と衛星クラブのコンセ

プトなど」進行役は中畑肇・地区幹事⾧。 

・八戸南 RC 吉田賢司会員増強委員⾧に「これまでの 2 年間の委員会の活動と今後と各クラブから

委員会への要望など」進行役は成田俊介ガバナー。 

が行う予定でした。 

ところが、ホスト側とリーダー側で wifi 環境の問題があったことと、リーダーへの告知不足でふた

つの分科会が目的通りに行う事ができませんでした。吉田賢司リーダー不在を花田勝彦パストにリー

ダーと進行役をお願いして、ガバナーは wifi 環境対策とリーダーへの連絡と同様に通信環境トラブル

で参加出来ないロータリアンへの対応や急遽参加したロータリアンをどの分科会に移動させるかなど

事務的な作業に追われました。 

分科会方式の zoom 会議は地区としては恐らく初めての手法で今後の課題を残しましたが 2 回目の

CSM につなげていきたいと思います。 
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分化会終了後、櫛引大樹 R 財団資金推進委員⾧からダイナースクラブカード利用でのクラブ経費節

約プランのお話しがありました。ダイナースカードを使うことでクラブの送金手数料が節約できるだ

けで無く、クラブのポリオ寄付額が利用額の 0.3%加算されるメリットの説明がありました。公式訪問

を通じて各クラブにはダイナースカードの申し込みを促していきますのでよろしくお願いします。 

 

また、第 2 回目の CSM のテーマは「クラブの若返りと青少年のロータリーへの参加」をメインに

2026 年 9 月 25 日(金)12:30－13:30 開催予定です。第 1 回同様に参加者は各クラブの興味のある方先

着 100 名ですので、ご参加の程よろしくお願いします。 
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八戸学院大学との教育連携協定 
 

社会奉仕・職業奉仕委員⾧  

⾧谷川 通（五所川原 RC） 

 
 令和 8 年 7 月 22 日、八戸学院大学と国際ロータリー第 2830 地区との間で、教育連携協

定の調印式が執り行われました。青森大学に続き、県内では 2 例目となる大学との連携協

定です。 

当日は新聞・テレビなど報道各社が会場に集まり、活

発に質問を投げかける場面もありました。地域におけ

る今回の連携への関心の高さを、あらためて実感する

機会となりました。 

この協定に基づき、9 月中旬から始まる秋学期の講座

「金融経済論」に、県内各ロータリークラブの会員が

講師として派遣されることになりました。講師を務める会員は、それぞれの専門分野を金

融経済の視点から学生に伝える、いわゆる寄付講座としての開講です。八戸学院大学がロ

ータリークラブと協定を結ぶのは、これが初めてとのことです。 

大学を通じて次世代の学生たちに、ロータリーの奉仕の理念や、実社会での経験に裏打ち

された知見を届けられることは、大変意義深い取り組みだと感じています。青森大学に続

く今回の連携は、ロータリーの活動が教育の現場にも着実に広がっていることを示すもの

であり、今後、県内の他の大学にもこうした連携が広がっていくことを期待しています。 

会員の皆様には、ぜひ講師派遣という形での奉仕活動にもご関心をお寄せいただき、地域

の未来を担う学生たちとの新たなつながりを一緒に育んでいけたらと思います。 
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第 2 回 IFMR ジャパン大会青森五所川原開催報告 
 

国際ロータリー親睦活動グループ バイク日本支部 

実行委員⾧ 今 広樹（五所川原 RC） 

 

 ７月 18 日から 19 日にかけて、第２回Ｉ

ＦＭＲジャパン大会が青森県五所川原市で

開催され、全国 15 地区 37 クラブから 100

名程のバイク愛好家ロータリアンが参加し

ました。ＩＦＭＲ日本支部は 2021 年に第

2500 地区・松田英郎パストガバナーの呼

びかけで発足し、2024 年の旭川大会に続

く第２回大会となりました。五所川原での

開催は、ロータリーの「親睦」がつないだ

縁によって実現したものです。 

18 日の記念式典では、大会会⾧の成田俊介ガバナーをはじめ、山崎淳一パストガバナー

や第 2500 地区パストガバナー・久木佐知子氏から祝辞をいただきました。続いて、冒険

家・風間深志様によるバイク災害支援事業「ロッキークラブ」、故金正司様（岐阜中Ｒ

Ｃ）が提案する「ポリオ根絶ツーリングリレー」の紹介が行われ、さらに井上浩伸様（春

日部イブニングＲＣ）による「ライディングを 10 倍楽しくするサスペンションセッティ

ング術」と題した記念講演が行われました。 

懇親会では津軽の郷土料理や地酒が

振る舞われ、立佞武多囃子の披露や

写真撮影などを通して参加者同士の

親睦を深めることができました。 

19 日には竜飛方面への「マグロ

丼ツーリング」を予定していました

が、朝からの大雨により道路冠水や

竜泊ラインの土砂崩れが発生し、竜

飛崎への訪問は断念しました。それ
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でも小泊の「すし定」で昼食を楽しみ、現地解散後はそれぞれ次の目的地へ向かいまし

た。 

全国のロータリアンが交流する機会は大変貴重であり、本大会の開催に尽力いただいた

クラブ会員や地区内の皆様に心より感謝申し上げます。趣味を通じた親睦活動はロータリ

ーの魅力をさらに広げるものであり、多くの会員に参加していただきたいと感じていま

す。 

第３回ジャパン大会は、2028 年に 2630 地区岐阜・三重での開催が決定しました。また皆

様と会える事を楽しみにしております。 

 

 

エクスカーションツーリングの様子は 

こちら→ 
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ガバナー表敬訪問 
 

 成田ガバナー就任後、7 月２日から１３日にかけて青森県庁、弘前市役所、マスコミ各社に表

敬訪問を行いました。訪問先では、成田ガバナーの抱負やロータリー活動について聞いていただ

きました。 

 

  
                              青森県知事様 7 月 2 日（火） 

 

  
          弘前市⾧様 7 月 13 日（月）       青森放送㈱様 7 月７日（火）  

 

   
  東奥日報社様 7 月 7 日（火）    青森朝日放送(株)様 ７月 10 日（金） 
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ガバナー公式訪問 
 

 7 月 7 日、米谷直前ガバナーの所属する青森モーニング RC を皮切りに、ガバナー公式訪問が

スタートしました。7 月は７クラブを訪問しました。 

 会⾧幹事面談では、会員増強や各クラブの強み・弱みなどについて、ざっくばらんな話し合い

が行われました。クラブ協議会では、ガバナー補佐が中心となって今年度の委員会活動について

発表があり、質疑応答が行われました。 

 公式訪問例会では、成田ガバナーが今年度の重点項目を中心に卓話を行いました。 

 ７月に伺ったクラブの皆様、お疲れ様でした。８月以降に訪問するクラブの皆様、どうぞよろ

しくお願いします。 

 

 

■青森モーニング RC ７月７日（火）  ■十和田八甲 RC 7 月 8 日（水） 

クラブ会員数が 18 名と少ない割に友好ク

ラブ 6 クラブとの交流や、IAC と RAC の提唱

とクラブの活動に活気がありました。さらに

女性会員比率も高くて、例会の雰囲気もとて

も良かったです。 

 公式訪問で新会員 4 名の入会式を行ったクラ

ブで、クラブ会員数 90 名を超えています。

人口 4 万人都市の RC としては会員数が驚愕

的です。趣味の同好会が 3 つあるのもこのク

ラブの魅力かもしれないと感じました。 
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■五所川原中央   7 月９日（木）  ■弘前 RC     7 月 13 日（月） 

昨年から 3 名会員が減少していますが、何年

か前に卓話で呼ばれたときと比べてクラブの雰

囲気が違ってきています。年度内に会員数マイ

ナス分をカバー出来る雰囲気の例会でした。 

  昨年度衛星クラブを立ち上げ、RAC を

再建し新年度も若い会員増が望める魅力あ

るクラブで今後も地区をリードして行くと

思われる公式訪問でした。可能ならもう少

し地区委員会出向者を増やして欲しいな

ぁ。 

 

 

 

 

 

■つがる RC  7 月 14 日（火）  ■弘前東 RC     7 月 15 日（水） 

34 名の会員中 22 名が公式訪問に出席していただ

き、出席率の高さを感じました。さらに中里町・

柏村・森田村・木造町･稲垣村と広い範囲をカバ

ーしているため、遠いところから例会に参加して

いるけど出席率の高さに驚いた公式訪問でした。 

 クラブ会員数が減ってきていますが、

会⾧と幹事が頑張っていて再建の兆しが

みられました。例会の雰囲気は良く、今

年度の会員増強が達成できればクラブの

雰囲気が激変すると感じました。 
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■七戸 RC  7 月 16 日（木）  ■十和田東 RC   7 月 16 日（木） 

 クラブの最大の魅力は 3 年前に 8 人だった

クラブを 16 名まで増やしているクラブ全体

のエンゲージメントの高さです。クラブの若

返りに成功していて、例会でのクラブメンバ

ー間の雰囲気が良かった公式訪問でした。 

 クラブ会員数を 30 人以上に復帰させて、

女性会員 5 人と女性会員比率の高いクラブで

す。地区補助金の事業が社会情勢の変化から

継続できなくなったのを、次年度に新たに奉

仕事業を模索している向上心のある雰囲気を

感じた例会でした。 

 

 

 

 

 

■野辺地 RC  7 月 21 日（火）  ■八戸 RC   7 月 22 日（水） 

 クラブで二つの IAC を持っている青少年奉

仕部門が充実しているクラブです。クラブ会

員 14 人中、地区の委員・委員⾧を 4 名輩出

して地区に貢献しているクラブで団結の強さ

を感じた公式訪問でした。 

  さすがに老舗のクラブです。しっかりした

例会の運営が見て取れました。女性会員がい

ないのが気になりましたが、転勤で女性の八

戸支社⾧が赴任になればクラブに入会するこ

ととなって、クラブのエンゲージメントが高

まると感じました。 
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■黒石 RC  7 月 23 日（木）  ■青森中央 RC   7 月 27 日（月） 

 村上会⾧が 2026 年 12 月まで 4 名会員増

強し、年度内 8 名の会員増強を目標としてい

る。今年度、地区委員がクラブ内にいないの

で次年度は地区への出向をお願いしました。 

  クラブ会員数が 6 名と苦戦しているが、今

年度若い会員が入る予定とのこと。クラブの

魅力を発信できる体制ができあがれば、クラ

ブのブランド力が向上してクラブ会員を増や

せると思う。 

 

 

 

 

 

■鰺ヶ沢 RC  7 月 30 日（木）   

 成田会⾧が高い帰属意識のクラブを作り上げて

いるクラブで、7 月 30 日(木)新会員 1 名入会が

決まったとうれしい報告を受けました。 
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2026 年 6 月会員数の増減および出席率表 
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会員動向 
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2029-30 年度ガバナー候補者推薦について 
 
 

  国際ロータリー第 2830 地区  

                ガ バ ナー    成田 俊介 

               ガバナー指名委員会委員⾧ 田中 常浩 

 

 

 2029-30 年度ガバナー候補者がおられましたら、各クラブ宛に送付しました様式により、2026

年 9 月 25 日までに地区ガバナー指名委員⾧（地区事務所気付）宛に推薦の連絡をくださいますよ

うお願いいたします。 

 なお、詳しくは 7 月 22 日付で送付しました「地区ガバナー候補者選出についてのお願い」をご

覧ください。 

 

ガバナー指名委員会より 


